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はじめに

　学校評価については、義務教育段階の各学校・教育委員会における学校評価の取組の参
考に資するよう、平成 18 年３月に文部科学省において「義務教育諸学校における学校評価
ガイドライン」（文部科学大臣決定）を作成され、目安となる事項が示されました。その後、
平成 19 年６月の学校教育法改正により学校評価の根拠規定が新設され、これを受け、同年
10 月に学校教育法施行規則において、自己評価の実施・公表、保護者など学校関係者によ
る評価の実施・公表、自己評価結果・学校関係者評価結果の設置者への報告、に関する規定
が新たに設けられました。さらに平成 20 年１月には、「学校評価ガイドライン」の改訂が行
われ、この中で特別支援学校における学校評価や情報提供の進め方については、小・中学校
の記述が基本的に妥当するものの児童生徒の障害に対応した専門的な教育を行っている特別
支援学校の特性も存在すると述べられています。
　こうした特別支援教育をめぐる動向を踏まえて、国立特別支援教育総合研究所では、平成
20 年度に「特別支援学校の特性を踏まえた学校評価の在り方に関する基礎的研究」を実施し、
全国調査を行って、特別支援学校における学校評価の実施状況や実施内容に関する実態を把
握しました。
　この調査結果を踏まえて、特別支援学校における学校評価の推進に寄与するために、平成
21 ～ 22 年度専門研究Ａ「特別支援学校の特性を踏まえた学校評価の在り方に関する実際的
研究」（研究代表者　大内　進）を実施しました。
　本研究では、特別支援学校の特性を踏まえた評価内容の策定、組織的な取組、評価の公表、
活用等の現状について更に精査し、課題点や問題点を明らかにするとともに、今後の改善・
発展の方向について整理し、先進的な取組をしている特別支援学校の協力を得て、特別支援
学校の運営の改善と発展に寄与する学校評価の在り方について事例を通して検討しようと考
えました。合わせて、また、本研究では、この実態調査の結果に基づいて、特別支援学校に
おける学校評価の進め方、具体的な評価項目、指標等の設定の在り方等を検討し、特別支援
学校の運営の改善と発展に寄与しようと考えています。
　また、本研究と並行して文部科学省においても「学校の第三者評価の評価手法等に関する
調査研究－高等学校・特別支援学校の特性を踏まえた学校評価の推進に係る調査研究」が実
施されました。本研究は、この研究にも情報を提供しながら、特別支援学校における学校評
価の在り方に焦点を当てて取り組んだものです。
　今後、更に本研究を発展させていきたいと考えております。本報告書をお読みいただいて、
忌憚のないご意見をお聞かせいただけますと幸いです。
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研究の趣旨及び目的

　平成 18 年３月に「義務教育諸学校における学校評価ガイドライン」が文部科学省から示され、
平成 19 年６月の学校教育法の一部改正により、学校評価が学校教育法に明確に位置づけられた。
そこでは、各学校は、自己評価及び学校関係者評価の実施と、その結果の公表及び設置者への報告
に取り組むこととされた。また、平成 20 年１月には、この法令改正を踏まえ、高等学校及び特別
支援学校も新たに対象に加える形で「学校評価ガイドライン」が改訂され、学校評価の様々な手法
等の実施に際しては、その目安となる事項も示されたところである。
　学校評価ガイドラインでは、特別支援学校における学校評価や情報提供の進め方等について、次
のように記されている。
　「特別支援学校は、小・中学校等に準ずる教育を行うこととされており、学校運営の基本的な事
項についても、法令上、小・中学校等の規定が準用されていることなどから、学校評価や情報提供
の進め方についても、これまでの記述が基本的に妥当する。
　ただし、児童生徒の障害に対応した専門的な教育を行うことから、教育課程の編成、教材・教具、
施設・設備、医療・福祉等関係機関との連携等について、多様な児童生徒の実態等を踏まえた対応
が必要であることや、小・中学校等の要請に応じ、特別支援教育に関する助言・援助を行うこと（セ
ンター的機能）も期待されるなどの特性が存在する。このことから、学校評価の進め方や具体的な
評価項目・指標等の設定などに当たっては、その特性にかんがみ、適宜ふさわしい在り方を考慮し
ながら取組を進めることが重要である。
　なお、特別支援学校の特性を踏まえた学校評価の在り方などについて、今後更に検討を進め、必
要に応じて本ガイドラインに反映していくことが必要である。」
　こうした動向を踏まえて本研究所では、平成 20 年度に専門研究のテーマの一つに「学校評価」
を取り上げ、単年度の研究として、特別支援学校における学校評価の実施状況や実施内容等の実態
について「学校評価ガイドライン」の記述を踏まえた調査を実施し、学校評価における特別支援学
校の特性について検証した。
　本研究では、この実態調査の結果に基づいて、特別支援学校における学校評価の進め方、具体的
な評価項目、指標等の設定の在り方等を検討し、特別支援学校の運営の改善と発展に寄与しようと
するものである。
　また、本研究と並行して文部科学省においても「学校の第三者評価の評価手法等に関する調査研
究　高等学校・特別支援学校の特性を踏まえた学校評価の推進に係る調査研究」が実施された。本
研究は、この研究にも情報を提供しながら、特別支援学校における学校評価の在り方に焦点を当て
て取り組んだものである。
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１．研究の目的

　本研究では、先行研究で整理した特別支援学校における学校評価実施状況に関する基礎資料を基
にして、特別支援学校の特性に応じた適切な学校評価を実施していくための自己評価について先行
的な取組をしている学校事例を調査する。併せて、評価シートの構成を中心に、特別支援学校とし
て望ましい評価活動の展開に資する資料を提供することを目的とする。

２．研究の方法

（１）学校評価の意義のまとめ
（２）基礎調査の概要
（３）特別支援学校における特別支援学校の特性を踏まえた学校評価の実践
　１）調査結果による特色校抽出と学校訪問調査
　２）特色ある学校事例の収集
　　　　特別支援学校の特性に配慮した評価への積極的な対応　　
　　　　特別支援学校における本人アンケートの積極的導入

（４）評価シートの内容の分析と特別支援学校の特性を評価し改善につなげるシートの作り
（５）特別支援学校の学校評価結果の公開状況
（６）海外の特別支援学校における学校評価の取組




